
. 15019011鰻格の改訂の状況について

IS019011 (マネジメントシステム監査

に関する指針)は、あらゆるマネジメント

システムの整合を図り、複数のシステムを

構築している組織の内部監査プロセスを統

一的に行うことを可能にしている。

IS019011は、マネジメントシステムの内

部監査または二者監査の実施を主な対象と

している。これによりマネジメントシステ

ムの効果的な内部監査が可能になり、継続

的改善を確実に行う助けとなる。 ISOのマ

ネジメントシステム監視に関する主要規

格、 9001.14001は現在移行中であるが、

世界の組織は、より効果的であること、時

間とコストを削減することを追求するため

にますますマネジメントシステムに頼って

いる。多くの会社は、 IT、情報セキュリ

ティ、品質、環境など異なる分野のマネジ

メントを効果的に行うために異なるいくつ

かの規格を活用している。

IS019011規格は、マネジメントシステ

ム規格 (MSS) 数が増えているとと、品

質IS09001及び環境IS014001のような最

も広く使用されている規格の改訂を反映さ

せるために、 現在改訂の作業中である。今

は原案についてコメントできる委員会原案

(CD) の段階に達したところである。

IS019001改訂を担当するISOプロジェ

クト委員会ISO/PC302の議長を務める

Denise Robitaille氏は、「当規格が前回

2011年に発行された時には認証用のマネ

ジメントシステム規格は11規格であった

が、いまは3，4規格増えている。組織はマ

ネジメントシステムの利点と必要性を分か

っているので、特定の任務(委任契約)に

対応するための規格の数が増加した。」と

述べた。

「現在、保健医療、 環境、サービス、 情

報技術などさまざまな分野を対象にした

MSSがある。さらに、 最も普及している

MSSであるIS09001及びIS014001が最近

改訂されたので、 ζれらのシステム監査に

おいては改訂された内容を反映する必要が

ある。 J

IS019001は監査プログラムを活用する

すべての組織に適用可能である。 審査員、

マネジメントシステムを実行している組

織、及び契約上のまたは法的理由からマネ

ジメントシステムの監査を実施する必要が

ある組織など、広範囲な潜在的ユーザーへ

の適用を目的としている。

IS019011 は、 認証及び供給者を含む、

MSSの実行をサポートする外部監査の手引

きも提供する。 IS019011 の改訂版は、

2018年中頃発行予定である。

htゆ://wwwおo.org/iso/home/news_in

dex/news_archive/news.htm?refid=Ref 

2149 



. 量及び単位に関する国際規格の改訂

状況について

1 キログラムはいつ 1キログラムである

のか?あなたは光のスペクトルをどうやっ

て正確に測定するのか?あなたはどうやっ

て熱を正しく測定するのか?正確な測定に

は、量と単位が一貫していることが不可欠

であるが、それは皆の考え方が同一である

場合に限られる。 ISO/IEC80000シリーズ

規格はまさにそういったことを成し遂げる

ため、現在ISOにおいて改訂中である。

ISO/IEC80000量及び単位のシリーズ

は、国際単位(系)に関する国際度量衡局

(BIPM) の手引きに参照しやすく掲載さ

れており、量と単位の定義の重要な裏付け

となっている。 ISOからの11パートと国際

電気標準会議 (IEC) からの 2パートを備

えた13パートから成っており、それらの

中には改訂の極めて重要な最終段階に近い

ものもある。

このシリーズでは、用語、定義、推奨記

号、単位など科学、エンジニアリング、計

量学、及び産業において用いられている量

すべてについて、重要な情報を提供してい

る。科学または技術の文書、教科書、規格

及びガイドを作成している人々にとってな

くてはならない規格である。

シリーズのISOのパー トを担当する専門

委員会 (TC) であるISO/TC12 (量及び

単位)の議長を務めるLeslie Pendrill教授

と、それらの改訂を担当するTCの作業グ

ループの議長であるMichael Krystek博士

は、すべての規格が一致していることを確

実にするためにSIパンフレットの改訂にも

携わっている。

rrSO/IEC80000シリ ーズで示されてい

るように量と単位を整合させて扱うこと

で、すべての種類の革新的な製品及びサー

ビスの市場への提供はスムーズになるであ
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ろう J ["グローバルな貿易、製造、エネル

ギ一生産、健康などの多くの分野で測定に

対する要望が高まっているので、規格がで

きるだけ適切かつ正確に国際単位(系)と

整合していることを確実にするために我々

が規格を見直し、確認することが重要であ

るりとPendrill教授は述べている。

ISO/IEC80000シリーズ規格は、科学及

びエンジニアリングにおいて用いられてい

る用語、定義及び記号の国際整合化を支持

しているため、式の記述(書体)と言語

(用語)が統一されている。それにより誤

解のリスクが減り、多くの分野の科学者と

エンジニアのよいコミュニケーションが促

されることになる。計測及び技術の研究

所、学界、 技術書の著者及び訳者、規格開

発者、多くの分野の産業などがこの規格を

用いることになると思われる。

下記の規格のパートは、現在国際規格案

(D1S) 段階にある。

IS080000-1 一般

IS080000-2 数学

IS080000-3 空間と時間

IS080000・4 力学

lS080000-5 熱力学

IEC80000-6 電磁気学

IS080000-7 光と放射

lS080000-8 音響学

lS080000-9 物理化学及び分子の物理学

IS080000-10 原子物理学及び核物理学

lS080000・11 固有値

IS080000-12 固体物理学

IEC80000司13 情報学技術



ISO/IEC80000シリーズ規格は、スウェー

デンSISが幹事国を務めるISO/TC12 (量

及び単位)が開発している。このシリーズ

規格DISは、各国のISO会員またはISO

ストアあるいはIECストアから購入可能

である。
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デジリエンス(回復力)を強化する規格

私たちはかつて見たことのない速さの加

速度の世界で暮らしている。気候は絶えず

変化しているし、政治は不安定、消費者は

気まぐれに考えを変える、またテクノロジ

ーが急激な速度で進化していることは言う

までもない。組織はどのようにしてこうし

た変化についていくことができるのか?

従来よりなおデジリエンスの強い力がカギ

であり、回復力を強化する目的で開発中の

新規格は極めて重要な段階に達した。

組織の回復力は、組織が変化に対応し、

それに順応し、将来の脅威及び機会を予測

してその脆弱性を補強する能力に依存する

と言って過言ではない。その能力には、複

雑かつ急速に変わる状況における適応能力

を築くための効果的な立案及び意思決定、

及びその組織の運営に固有の広範なリスク

を管理するための機敏さが含まれる。

組織の回復力を強化する方針、及び特性

及び活動を提供することになる新しい国際

規格が現在開発されている。

スウェーデンのISO委員であるSIS主導

のもと技術委員会ISO/TC292で現在開発

しているIS022316 rセキュリティー及

び回復力一組織の回復力のためのガイドラ
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イン」がそれであるが、複雑な変化を考慮

して組織自身を変えて新しくするために組

織の適応能力を構築し、維持するととによ

って、組織がいつも新しいビジネスを推進

するための枠組を備えている。このプロ

ジェクトに直接取り組んでいる専門家グ

ループであるISO/TC292の作業グループ

2 の議長を務めるJames Crask氏は、「ビ

ジョンや目的の共有、及び多様なスキル、

リーダーシップ及び知識は、回復力のある

組織の特性の一部に過ぎない」と述べてい

る。

『回復力を強化することはあらゆる組織

の目標の中心にあるべきである。潜在的な

脆弱性に気づいていること、変化に適応す

ること、脅威を機会に変える能力が、会社

が生き残るだけでなく、繁栄することを確

実にする手段である。この規格は、回復力

の文化を生み出し、組織の知識を有効に活

用し、有能かつ力のあるリーダーたちを勇

気づけるための原則を提供し、組織が変化

に直面したときにそのコミットメントを果

たすことができるようにする。」

各国の利害関係者たちは、この原案規格

にコメントするよう要請されており、各国

のISOメンバーに連絡することで、そのよ

うにすることができる。 IS022316の原案

はあなたの国のISO委員またはISOストア

から入手可能である。規格は2017年に発

行される予定である。

http://www.iso.org/罇o/home/news in 
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「

自信を持って審査に臨む規格解釈

前回の IS09001:2015 に続き、

IS014001 :2015の解説でも4.1/4.2から

6.1.1 への展開をどのように解釈し適用させる

とよいか、その考え方を取り上げたいと思いま

す。 IS09001 :2015で取り上げていた4.4へ

の適用は、紙面の関係で次回で取り上げたいと

(株)テクノファ
IS014001主任諸舗 元康祐治

思います。

本題に入る前に、 IS014001 :2015での変

更点について、整理しておきたいと思います。

JIS Q 14001 :2015の f解説j に主な改正点に

ついて以下の説明があります。

表 1. JI5 Q 14001 :2015での主な改正点

4 主な改正点

旧規格からの主要な改正点は、次のとおりである。

a) 経営戦略レベルでの環境マネジメント、及び事業プロセスへのEMS の統合

b) トップマネジメントのリーダーシップ及びコミットメントに対する責任の強化
c) 環境保護の概念の拡張

ω リスク及び機会の概念の導入

e) 環境パフォーマンスの重視

。バリューチェーン及びライフサイクルの視点の導入

g) コミュニケーションに関する要求事項の拡充

h) プロセスペースのEMS

この中で経営的な観点から注目して頂きたい

ことは、旧規格までの“環境マネジメントシス

テムの継続的改善"から、“環境パフォーマン

スの継続的改善"と変更され、結果をより重視

する姿勢となっている点です。そして、経営戦

略レベルで規格を活用するととも期待されてい

ます。そのためには、 トップマネジメントの強

い闘与が必要となります。 それは、経営資源を

割り当てるととが出来るのは経営層だからで

す。そして、 トップマネジメントに積極的に関

与して頂くには、そもそも自社が何のために

EMSをやっているのかという命題に立ち返るこ

とも必要です。いわゆる「意図した成果」を明

確にすることです。意図した成果とは、組織が
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EMSの実施によって達成しようとするもので

す。 JIS Q 14001:2015の r 1.適用範囲」に

は、最低限の意図した成果として、組織の環境

方針に整合して環境パフォーマンスの向上、順

守義務を満たすこと、環境目標の達成の 3 つを

含むことが明記されています。そして、「意図

した成果」という言葉は、規格本文で 5 カ所

(4.1、 4.4、 5.1、 6.1.1、 10.1) 出てきます。

規格の序文 (02 環境マネジメントシステム

の狙い)にも「この規格は、組織が、 環境マネ

ジメントシステムに関して設定する意図した成

果を達成することを可能にする要求事項を規定

しているけとあるととから、との 「意図した



成果』をまずはっきりさせることが必要です。

と言っても、既に「環境方針」を制定されてい

ることから、環境方針で宣言されている“エネ

ルギー使用量の削減"、“環境配慮製品の開発促

進"、“廃棄物発生量の削減"〆法令順守"などが

「意図した成果」となり得ると思いますo r意

図した成果J を「環境方針に記載の内容」と仮

定すると環境方針を達成するための活動がEMS

で実現できていますかと、トップマネジメント

が確認するととが必要です (5.1 f)参照)。

ここから本題に入りますが、この「意図した

成果j の達成に影響を与える事象、これが龍題

となります。新規の要求事項 (4.1/42) は、と

の課題を決定するプロセス(活動)を明確に

し、自社の現在置かれている状祝を利害関係者

のニーズ及び期待を踏まえて把揖するところか

らはじまります。そして、ここで取り上げた課

題をどう解決するのか、それをリスク及び機会

として捉えてEMSのしくみを構築することが求

められています。

<4.1 、 4.2、 6.1への対応>

4.1の要求事項を要約すると、「外部及び内部

の課題J を決定することになります。ここでの

ポイントは、との「課題」は、変化し続けると

いうととです。そのため、 9.3の考慮事項として

も取り上げられています。 QMSでは、 4.1 に

「組織は、これらの外部及び内部の課題に閲す

る情報を監視し、レビューしなければならな

い。』とあります。従って、 一度作成してしま

えばそれでおしまいというものではありませ

ん。また、 41、 4.2では、「文書化した情報」が

求められていません。これは、形式的な書類の

作成を求めているわけはないからです.では、

決定した課題、利害関係者のニーズ及び期待を

審査で説明するにはどうすればよいでしょう

か。審査の場面では、「これが現時点で当社が

考えている外部及び内部の課題です。 j という

説明になると思われます。

JIS Q 14001:2015の巻末にある『解説J ~: 
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「外部及び内部の課題」のことが以下のように

説明されています。「“issue (課題)~' ;附属書

SLの4.1 (組織及びその状祝の理解)の中で、

“外部及び内部の課題(issue)"という用語が

用いられていることから、“包sue (課題)"の意

味について、 IS014001 での共通の理解を構築

するべく議論があった。議論の結果、“包sue"

とは、組織にとっての重要なトピック、討議又

は議論のための問題、変化している周囲の状況

などを包括する言葉で、組織に対してプラス又

はマイナスの影響を与え得るものと理解するこ

とが合意された。“恒sue" は、環境的なものに

限定されず、財務、技術、統治などに関するも

のも含み得る。」

同じく、 JIS Q 14001:2015の「解説J 5.4 組

織の状況(箇条引には、 f41は、 EMS を確立

し実施していくに当たって、考慮する必要があ

る組織の外部及び内部の課題を戦略的レベルで

決定することを求めている。課題には、組織か

ら影響を受ける又は組織に影響を与える可能性

がある環境状態を含めるとすることを、環境固

有の要求事項として規定した.旧規格までは、

組織が環境に与える一方向での影響として捉え

ていたが、この規格では、組織と環境とは相互

に影響を与え得る関係として捉えており、環境

又はその変化が組織に与え得る影響についても

認識することを求めている.外部及び内部の課

題を決定するという要求事項は、詳細な分析又

は評価を求めるものではなく、経営戦略的な視

点での理解を求めるものである。 4.2は、 EMS

に関連する利害関係者並びにそのニーズ及び期

待について、戦略的レベルで決定することを求

めている。その上で、組織は、“順守義務.. [解

説の3.1 d)参照]として受け入れる事項を決定

することとなる。これについても、詳細な分析

又は評価を求めるものではない。」とあります。

以上のことから、旧規格との違いは、環境に影

響を与えるような課題も含め、組織に影響を与

える課題を決定することとなります。組織内でこ

のような課題を取り上げる場として考えられる

ものは、役員会、経営会議のように定期的に開

催される経営層の活動が挙げられます。ととで

「



議論された組織として取り組むべき課題の内、

EMSの意図した成果に関連するものが、 4.1/4.2

で取り上げる外部及び内部の課題となります。

一連の流れをイメージし、図示すると図 1 の

ようになります。組織の規模により、「経営会

議」となっているところを「マネジメントレビ

ュー」、「環境保全委員会」、「部門会議」など組

織の実態に合わせて変更してお考え下さい。こ

こで取り上げた課題の内、放置すると組織に対

してマイナスな影響を与えるものがリスクとな

り、プラスの影響をもたらすものを機会と捉え

経営会議 経営会議議事録

議題
(1) Xxx 

(2) Xxx 

( Xxx 
課題 対策
1. Xxx 

2. Xxx 

3. Xxx 

ることになります。あるいは、今がその時期と

考えることを機会と捉えることも出来ます。

EMSでは、“リスク"と“機会"を別々に捉え

るのではなく、“リスク及び機会"として一つの

用語として定義していることから、経営会議等

で、議論となった組織の課題に“いつやるの?"、

“今でしょ! "、“どうやってやるの?"、“環境

目標でしょ!いや、品質目標と一緒の方が効果

的でしょ! "という結論が導かれる活動を明確

にすることが必要です。これら一連の流れを表

にしたものが、表 2 となります。

EMSの意図した成果
環境方針に記載の内容
〉環境パフォーマンスの向上
〉順守義務を満たすこと
〉環境目標の達成

主主
課題の中からEMSで取り上
げて対策を練ることが効
果的なものを取り上げる。

図 1 .会議体からEMSの意図した成果に関連する課題を決定するイメージ

表2. 2017年O月度経営会議での課題とその対策
No.l 外部及び肉部の課題 |利害関輔のニーズ及び期待| リスク及び機会(6.1.1) I 取組み計酷1.4)
I (4.1) I (4.2) I リスク | 櫨会 I 6.2 I 箇条7 I 箇条8
経営会轟轟事制。 1 I I新規受注を得られなくなる|他社を含めた拡販の機会|環境目標と|必要な予算
(新商品への展開) I 顧客から製品改良の要望が寄|可能性がある |となる |はせず、品質|を計上する1 1.. ~ ..~~~~':.:，~~rm~_J '~-~:: _:.~:H~~"'~='" ~ I_:-~ ~~.L~~-"，r~. . __.___ .&. I~'ct-~~. .. _ _ .._ _ . ... II':~: 7 ~~I 

6目1岬l

期待とも聞連 I I かる |せて展開するよい機会 |組む
|納期短縮の要望が寄せられて|設備導入化が不可欠。購|新規受注を見込んで取り IQMSで展開|費用対効果 I I I 品質目標の

21 経営錨謹事録制 |いる |入にはコストがかかる !組むよい機会 !するが省エ|を検討する I - I - Iテーマとし
I(生産効率化への取組み)1 1工程変更による不良品の|機械化により品質を安定 |ネ効果を考|こと I I I て取り上げ

増加が懸念される |化させるよい機会 |慮すること 1 1 1 1 る
1 県の指針として、夏場のエアコ 128度は、作業現場として |省エネ効果として電気使用|環境方針、環|費用対効果|省エネの手|電力使用量|労働安全委

軽齢輔事録制 |ン設定温度28度を奨励 |l埠すぎて効率が下がる|量が軽掘できる |境倒面と櫨|の検討と省|順書の見直|の継続監視|員会とも協
3 I(夏場の電気使用量対捷)| 1 1 1 | | | | 

I I 体調不良を訴える作業者|省エネ設備の導入を検討|合きせて取組|エネ活動の|し検討 I I 諾すること6.11環境側面とも関連 1 I~~'T~~~~-:-'~I~*'!:I 1~~~'iiX.~.~~"""，^'~mii~ I~:~ "''1A'III I:~~ .. ~'''' I""~ii~ 1 1 
I I が出てくるかもしれない |するよい機会 |むこと |啓蒙継続

9.1 他の活動
品
回
すT

聾
動

リ
ι
早
岨
』
」

附
て
こ

刊
凶
l
レ
ヲ
@

規格への適用をぶつ切りに運用するのではな

く、既存の仕組みを活用し、外部・内部の課題

及びリスク及び機会の決定と取組みまでを一気

町成で決定することも可能です。

この他、一般的に組織における課題の抽出

は、事業計画を作成される時期に各部門でも特

定していることから、事業計画作成時にEMSに

関連する外部及び内部の課題を決定することも

可能です。この手法のーっとして、 GRI※1のガ

イドラインで紹介されているマテリアティ分析
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があります。

図 2 では、組織及び利害関係者の双方にとっ

て重要な課題を決定するため、組織にとって重

要なことを横軸で示し、利害関係者にとって重

要なことを縦軸に示します。そして、組織にお

ける課題と利害関係者のニーズ及び期待として

挙げられた内容を図 2 にプロットしていきま

す。利害関係者によって重要事項が異なるた

め、このシートは複数枚必要となります。いず

れのケースでも各シートの右上に記載した内容

が、利害関係者及び組織の両者にとって重要な

テーマとなります。その中からEMSで取り上げ

るものをピックアップする方法です。

図 2 を例に考えると顧客にとって重要なこと

行
政
に
と
っ
て
重
要
な

• xxx -地球温暖化対策

• xxx -環境関連法令の}I国守

顧

ー客 • xxx -環境配慮製品の商品化

• xxx -コスト削減

と • xxxx -コンブライアンス

つ

て
重 -エネルギー効率の向上

ー要 -人材育成

な
句.，..

」ー

と

..,.. 
」ー

と

である環境配慮製品の商品化は、行政にとって

重要なことでもある地球温暖化対策とほぼ同義

と捉えることができます。同様にコンブライア

ンスは、環境関連法令の順守と同義です。これ

にコストダウンを加えた 3 つの項目が組織が取

るべき課題となります。

4.1/4.2は、 QMSでも同様な要求事項となって

いることから、課題の抽出はQMSとEMS、ある

いは他のマネジメントシステム (OH&S、 ISMS

等)と同時に決定することも可能です。事実そ

のように適用され運用されている組織もありま

す。

EMSの意図した成果
環境方針に記載の内容
》環境パフォーマンスの向上
》順守義務を満たすこと
》環境目標の達成

主主
課題の中から EMSで取り上
げて対策を練ることが効
果的なものを取り上げる。

組織にとって重要なこと

図2. 重要度分析

※1. GRI (Global Reporting Initiative) は、国際的に独立した組織の名称です。その活動

は、気候変動、人権、腐敗などの重要な持続可能'性の問題へのビジネスの影響を企業、

政府および他の組織が理解し、伝えることを支援するものです。

くおわりに>

今回ご紹介した4.1/4.2から 6. 1. 1への展開の解

説は、附属書SLの採用によって追加された新規

の要求事項です。これは、 6. 1. 1 の要求事項の

内、 í4.1及び4.2で特定したその他の課題及び要

求事項に関連するリスク及び機会」のことを表

しています。 EMSでのリスク及び機会への適用

で気を付けて頂きたいことは、とれ以外に“環

境側面と順守義務に関連するリスク及び機会も

決定しなければならない"ことです。環境側面

及び順守義務に関連するリスク及び機会とし

て、著しい環境側面、緊急事態、不順守による

組織のイメージダウンをリスク、有益な環境側

面、順守義務を超えた組織の取組みを機会と捉

える従来の考え方もありますが、これらに限定

する必要はありません。広くリスク及び機会を

捉え果敢に取り組むことで、現状を打破する革

新を起こす攻めのEMSに変貌させる良い機会と

されることを期待します。

以上
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「

テクノファ最新ニュース

お客さまのご希望にそった、各種コンサルティングを、ご用意いたしました

1509001/15014001 
2015年版移行

20年以上の歴史と

ノウハウ マネジメントシステム
構築(認証取得}

運用支援
プロセスアプローチによる

品質マネジメント
システム構築と運用 質の高いコンサル

タントの直接指導

コンサルテイング

1509∞1/14∞1 マユュアル移行サポートサービス

認寝苦? >一一一一一一一
自組舗の仕組みに合?
ように横卸して

le222詰設との>---

テクノファのマニュアル移行
サポートサービスは・. . 

• 2015年版に並べ笛え
・差分を表示(明電化)
・解説文、規格鰐鋭
テキスト (PDF) 何
をデータで返却します

プロセスアプローチの基礎をわかりやすく解説する
ソフトウェア付きで実践的な本ができました。

-前半は、とある巴O事務局が舞台のストーリー仕立て

-企業内でどのようにプロセスアプローチを実践し業務の直善に

つなげていくかを具体的に解説します

・柑属 CD-同コM のソフトウ工アですぐに始められます

書店 .Amazon' 日制捜連で鱈評発売申
http://www.technofe仁CO.jp/others/proappbook.html

現行のマ

ニュアルと
2015年版

の差分分析

を迅速に行

いますh

面倒な行程

はお任せく

ださい。

(PDFファ

イルの解説

文・園付き)

企画・編集/株式会社テクノファ
干210-0006 川崎市川崎区砂子 1-10- 2 ソシオ砂子ピル
TEL:044-246-0910 FAX:044-221-1331 
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